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研究成果の概要（和文）：2005年以降の国士舘大学によるテル・タバン遺跡（シリア北東部）発掘調査で出土した約48
0点の楔形文字文書を研究し、前２千年紀のタバトゥム/タベトゥ市（現テル・タバン遺跡）とその周辺の歴史と文化を
解明することが本研究の目的である。文書断片の保存修復をへて、文書研究を進めた結果、（１）同市は、前18世紀後
半、ユーフラテス中流域の王権（テルカ市あるいはその近郊）の政治的影響を強く受け、前15-14世紀からは「マリの
地の王」を名乗る在地の王朝が統治したこと、また（２）同市は、周辺の強力な国家の動向に政治的に対応しながら、
ローカルな文化を一定の水準で維持していたことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The aim of the project is to study the c. 480 cuneiform documents that were 
discovered at Tell Taban by the excavations of Kokushikan University since 2005,and to clarify the 
history and culture of the ancient city of Tabatum/Tabetu (mod. Tell Taban) and its surroundings during 
the second Millennium BC. We made conservation and restoration work on the fragments of the documents, 
and studied them. The study revealed: (1) The city was set under the influence of the monarchic power of 
the Middle Euphrates region (at or around Terqa) in the late 18th century BC, and then, since the 15-14th 
centuries BC onward, the local kings, "kings of the land of Mari,” ruled the city of Tabatum/Tabetu; (2) 
The city maintained its local culture in a certain degree through the ages, while responding to the 
political circumstances, which changed with the rise and decline of the dominant powers in the 
surroundings.
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１．研究開始当初の背景 
（1）人類最古の文字文明が栄えた古代メソ
ポタミア世界の研究は、19 世紀以来、ティグ
リス・ユーフラテス両河の流域に位置する諸
遺跡の調査を中心に進展し、シリア北東部を
流れユーフラテス川に合流するハブル川流
域は北メソポタミアとユーフラテス川中流
域をつなぐ回廊として歴史的に重要な役割
を果たしてきたにもかかわらず、あまり注目
されなかった。しかし 1970 年代以降、当該
地域の大型遺跡の発掘調査が進んだ結果、多
くの楔形文字文書資料が発見され、その詳細
が急速に明らかになってきた。 
 
（2）そうした中、ハブル川中流域に位置す
るテル・タバン遺跡で 1997-1999 年に実施さ
れ、中断後、2005 年から再開されて 2009 年
まで継続していた国士舘大学による発掘調
査は、我が国の発掘隊としては初めて、注目
すべき数の楔形文字文書資料を発見してい
た。 
 
（3）研究開始時点（2010 年 4 月）で、
2005-2009年の間に出土していた楔形文字文
書資料は、以下の 3 種に大別される：① 前
18 世紀後半の粘土板文書（行政文書、書簡、
学校文書）（約 30 点）、② 前 13 世紀後半か
ら前 12 世紀前半の粘土板文書（行政文書、
書簡、宗教文書）（約 250 点）、③ 前 12 世紀
前半から前 11 世紀前半の粘土製円筒、粘土
製釘、レンガ等に刻まれた建築記念碑文（約
200 点）。 
 これらの文書の予備的研究により、テル・
タバン遺跡は、メソポタミア各地で出土する
楔形文字文書資料に頻繁に言及される古代
都市タバトゥム/タベトゥであることが証明
され、前 2 千年紀前半の異なる時期における
この都市をめぐる歴史と文化の概要が、明ら
かになってきていた。すなわち、前 2 千年紀
前半、同市は、南方のユーフラテス中流域に
位置するマリ市やテルカ市を拠点とする王
国の政治的・文化的影響下にあったが、前 2
千年紀後半には、東方のティグリス中流域を
拠点とする大国アッシリアの影響下に置か
れつつも、その属州行政には直接含まれず、
「マリの地の王」を名乗る在地の王朝が同市
を中心とする独立した行政権を維持してい
たという、実態が明らかにされた。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、2005 年以降の国士舘大学の
発掘調査により出土した上述の約480点の楔
形文字文書を、同遺跡からさらに出土するこ
とが予想される楔形文字資料とともに、系統
的に研究し、古代のタバトゥム/タベトゥ市
（現テル・タバン遺跡）とその周辺の歴史と
文化の詳細を解明することであった。 
  
（２）テル・タバン出土文書は、前 2 千年紀
前半と後半の資料を含んでおり、ハブル川流

域に関して少なくとも前 18 世紀後半から前
11 世紀前半までの約 700 年にわたる長期間
について、従来のデータの欠落を埋める貴重
な史料である。加えて、これらの文書は、粘
土板、レンガ、粘土製釘、円筒といった様々
な媒体に記された文字資料であり、内容的に
も行政文書、建築記念碑文、書記学校文書と
いった異なる種類の資料を含んでいる点で、
極めてまれな多様性をもった新資料である
点が注目される。 
 具体的な目標としては、以下を設定した。 
 ① シリア・ダマスカス博物館に所蔵され
たテル・タバン出土文書の保存処理作業は、
シリア考古局の技術者によって進められて
いたが、この保存処理作業と並行して、未解
読文書の解読を進めること。 
 ② 保存処理と記録作業か完了したすべ
ての文書の体系的研究をめざし、ハンドコピ
ー、音訳、翻訳、文献学的注釈の作成を進め、
文書の体系的出版の準備を行う。 
 ③ 毎年行われる発掘調査に同行し、新た
に見される新資料の記録と解読を行い、それ
らについての予備報告書を作成、発表すると
ともに、新資料に照らして、随時、これまで
の研究成果の見直しを行う。 
 ④ 各種文書資料の分析ならびに周辺の
他の遺跡から出土する資料との比較検討に
基づき、異なる時代のタバトゥム/タベトゥ市
とその周辺の政治、行政、社会、祭儀、歴史
地理等に関する個別研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
（１）2010 年 8 月～10 月に行われた調査に
おいて、2005 年に出土し、まだ保存修復処
理の済んでいない中期アッシリア時代と古
バビロニア時代の粘土板文書断片をダマス
カス博物館から借り出してハッサケのテ
ル・タバン遺跡調査キャンプに移送し、そこ
で日本とシリアの保存処理技術者が共同で
これら資料の保存修復を行った。これを受け
て、文書研究者が未整理だった粘土板断片に
整理番号を付け、多くの粘土板断片を接合し
て、新たな文書の解読・研究に向けた資料の
復元、整理、記録を行った。 
 同時に同調査期間中に新たに出土した 14
点の楔形文字資料（円筒碑文断片 1 点、土製
釘断片 1 点、焼成レンガ断片 12 点）の詳細
を記録し、写真撮影、ハンドコピー作成、な
らびに解読作業を行った。 
 当初の予定では、2011 年以降も、継続的に
テル・タバン発掘調査に文書研究者が参加し、
新たに出土する楔形文字資料を記録し、ダマ
スカス博物館に所蔵されている資料のさら
なる校訂、研究を行う予定であったが、2011
年以降のシリアにおける治安悪化のため、こ
の計画は中止となった。そこで、すでに記録
した写真、ハンドコピーをもとに記録された
文書の研究に力を注ぐことにした。 
 
（2）解読、研究に当たっては、国内研究拠



点である筑波大学に楔形文字学ならびに西
アジア考古学関係の書籍・資料で不足してい
るものを集積して研究作業を進めると同時
に、ほぼ毎年、文書研究者がハイデルベルク
大学あるいはミュンヘン大学のアッシリア
学専門図書館に中・長期滞在して、集中的に
文献学的研究を進めた。 
 
４．研究成果 
テル・タバン出土文書の研究により研究期間
内に明らかになった事項の要点は、以下のよ
うに整理される。 
 
（1）タバトゥム市（テル・タバン）とその
周辺地域は前 18世紀後半から前 15世紀ころ
まで、ほぼ一貫してユーフラテス中流域の政
治的中心（テルカ市あるいはその近郊）の政
治的影響を強く受け、宗教文化的伝統ならび
に書記伝統において多くの点でユーフラテ
ス中流域の諸都市と連なっていた。この時期
（古バビロニア時代）のタバトゥムの有力者
は、アムル系の人々であったと考えられる。 
こうした伝統文化は、当該地域において、暫
時変容を遂げながらも、ある程度維持されて
いったと考えられる。 
 前 15・14 世紀以降は、「マリの地の王」を
名乗る在地の王朝がタベトゥ（タバトゥム）
市に現れるが、この王朝は、当初考えられて
いたようにアッシリア起源ではなく、在地の
有力者によって形成されたとみられ、前 15
世紀には、フリ語の名前を名乗っていたが、
のちにアッシリア王国の影響下に入ると、政
治的・文化的に「アッシリア化」したと考え
られる。 
 
（2）古バビロニア時代のタバトゥムには、
ローカルな部族社会を代表して市政を管理
する地方有力者が、南方の王国の中央政権に
より任命され、都市とその周辺を管理してい
た。 
 
（3）古バビロニア時代のタバトゥムでは、
南方のユーフラテス中流域の政治中心（マリ、
テルカ）において用いられていたものと同じ
月名からなる祭儀暦が行われていたほか、プ
ドゥムと呼ばれる償いの儀礼、「ハナ書式」
と呼ばれる契約文書の書式、度量衡等にもユ
ーフラテス中流域の拠点と共通する文化的
諸相が見いだされる。 
 
（4）古バビロニア時代のタバトゥムに由来
する音節文字練習表、神名表、度量衡換算表
などの書記学校教材とみなされる文書の内
容は、基本的に南部のメソポタミアの学校文
書とおおむね共通しており、メソポタミアの
標準的書記学校教材が、テル・タバンにも伝
播し、さらに西方のシリアに普及していった
ものと推測される。 
 
（5）中期アッシリア時代のテル・タバン文

書に頻繁に現れる「王の娘」は、西方の宗主
国アッシリアからタバトゥム/タベトゥ市の
「マリの地の王」に嫁入りしたアッシリア王
の娘（たち）であると考えられる。このよう
な王朝間婚姻は、おそらくアッシリア王国の
通常の政策の一環であり、これによりアッシ
リアと従属的地方王国の政治外交的関係が
確保され、相互的利益が約束されたと考えら
れる。 
 
（6）中期アッシリア時代に由来する文書（行
政文書、書簡）には、アッシリア王シャルマ
ネセル（1 世）とその皇太子トゥクルティ・
ニヌルタが、西方の有力都市カルケミシュに
赴くのをマリ国の王家が支援する様子や、ア
ッシリア王国の西方支配に決定的な権力を
ふるったことが知られている高官イリ・パダ
が、タベトゥ市近郊で病にかかり、これにマ
リ王国の関係者が対処しようとしたこと等、
重要な歴史的情報が見いだされる。 
 
（7）研究の位置づけと展望： 上述のテル・
タバン文書の研究成果は、国際学会において
大きな関心を持たれており、これまでの業績
は、高く評価されていると考える。テル・タ
バン文書研究の最重要課題のいくつかは、本
研究計画により達成されたといえるが、なお、
すべて文書の体系的出版と研究が学界に待
望されており、そのためには、一層の努力と
継続的研究が必要である。 
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